
電気用品安全法の解釈 － 対象非対象関係 

      平成２３年１０月２５日 製品安全課 
商品名等 
（電気用品名等） 

大容量型微細気泡発生装置 
 

１ 当該商品等の概要 
○用途、機能、性能 

本製品は、業務用として製造、販売される大容量の微細気泡発生装置で、スー

パー銭湯や温泉等の浴槽で使用するものである。 
   
○構造、仕様、意匠 
 本製品は、気泡を発生させるための電気定格（電動機の出力）の違いにより、以

下の中型と大型の２つのクラスのものがある。 

 ・中型クラス：電動機の出力が７５０Ｗ 

 ・大型クラス：電動機の出力が３.７ｋＷ 

 

 さらに、中型クラスには自吸式と非自吸式がある。 

 ・非自吸式：水面より下に設置し、押し込み圧がかかるもの 

 ・自 吸 式：水面より上に設置し、押し込み圧がかからないもの  

       (非自吸式の標準タイプに自吸式ポンプを接続したもの) 

 
○主な使用者、販売先 

スーパー銭湯、温泉等 
 
 
２ 対象・非対象の解釈 
 

特定電気用品中、電動力応用機械器具の「浴槽用電気気泡発生器」として取り

扱う。 
 
（理由） 

本製品は、浴槽用の電気気泡発生器であり、中型及び大型の各クラスともに電

気定格が電安法の政令で定められた「浴槽用電気気泡発生器」で対象となる範囲内

であることから、対象として取り扱うことが妥当と判断する。 
 

 


